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京都大学に勤めて早 41 年 9 ヶ月を過ぎ定年退職が 3ヶ月先に迫ってきた． 
1967 年 4 月に桜島の東側と言うよりも，活動火口南岳の真東 4.0kｍの位置に京都大学防災研
究所附属桜島火山観測所黒神分室（写真 1）が新設された．分室は黒神部落民から買い入れ







月 1 日から桜島火山観測所黒神分室勤務が始 
まったのである． 




 分室での仕事は機械式地震計で S-300 と 












 1972 年 12 月に定員の補充があり京都大学 
の職員として採用された．職務内容はそれほ 
ど変わることはなかったが，当時の本館で活 





写真 1 黒神分室 
写真 2 ハルタ山観測所 
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 1977 年 4 月に桜島港の近くに完成した 
新観測所（写真 3）は延べ面積 607 ㎡の 









やりがいを感じながらの 30 余年は“光陰矢のごとし“という言葉がぴったりの歳月であった． 
 
・カメラと火山の撮影 












写真 3 現在の火山活動研究センター本館 






 そこそこ撮影技術も向上しカメラも上級機種の NikonF2 を入手して観光連盟などの写真展




現在でもスティールカメラは 35mm が主流であるが，写真が面白くなるにつれて 35ｍｍで 
はもの足りなくなりブローニフィルムを使う大型カメラ MamiyaRB67Professional も入手し
た．性能を簡単に記すと本体形式が 6×7判レンズシャッター式 1眼レフ，レンズはマミヤセ




























写真 4 受賞した桜島の火映現象 
















を得るもので，これを静的手法とした場合，水準測量は例えば桜島 1 周の場合，3 から 4 名




には標尺手）15 年，その後標尺手もしながら記録手 10 年，そして読み手，いわゆる測量手
として免許皆伝の許可がおりたのはここ 14・5 年前からである．  
 水準測量の機種としては機械式とディジタル式があり，従来的には勿論機械式である．デ









なくなる．メンバー構成を比較した場合一般的に機械式は測量手・標尺手 2 名，記録手の 4
名で構成されるが，ディジタル式は記録手が要らないため 3 名で済む．しかし測量方法につ
いてはある程度の熟練が必要であることは両者とも変わらない． 
 著者らは桜島以外の火山でも多くの水準測量を繰り返してきた．例えば 2000 年 11 月に 100
年振りに噴火の始まった雲仙普賢岳では噴火開始の年から約 10 年の間に 10 回の繰り返し測











2008 年 9 月中旬に阿蘇火山集中総合観測の水準測量に参加する機会があった．連休も重な
り観光バスとマイカーの多い中での測量は 3 名構成とはいかず，前後に交通整理担当者を配





ル 3（囲う近傍 2km 以内の立ち入り禁止）で火山学 
者の注目を集めている火山である．測量期間は 12/ 
14 日から桜島勤務の多田技術職員と現地のアルバ 













桜島の活動火口である南岳の東斜面（海抜約 800m）に位置する昭和火口は，昭和 21 年 
3 月に溶岩流を伴った噴火の歴史がある．東斜面を流れ下った溶岩流は途中の鍋山に当たり
北東側と南に分流（写真 6）し，約 1 月後には黒神部落（著者の祖父の部落）を埋め尽くし
て海岸線まで到達した．桜島の比較的正確な記録に残る溶岩流を伴った大きな噴火では，文
明の噴火（1470 年代），安永噴火（1770～80 年代），大正噴火（1914 年）が有名であるが，
昭和 21 年の噴火による溶岩流は桜島で最も新しい溶岩である． 
 平成 18 年 6 月 4 日午前 10 時頃黒神町塩屋ｹ元（著者の実家の集落）で畑作業の手伝いをし
ていた著者は目を疑るような光景を目にした．“昭和火口から有色噴煙（火山灰を含んだ黒っ
ぽい噴煙）が出ている？”．「いや，違うかも知れない，山頂の噴煙が下方に流されているの




















最初隙間だった噴気孔は現在では直径 120m まで 
拡大し 2009 年 1 月現在も時々有色噴煙を上げてい 
る．噴火が始まって自分勝手に思ったことは，「定 




ら我が故郷は昭和 21 年の噴火時と合わせて 2回も 
家を失うことになるじゃないか・・・」と思った 

















写真 6 2008 年 2 月 6 日 11 時 25 分昭 
和火口噴火に伴い流下した火砕流跡 
（2月 6 日鹿児島県防災ﾍﾘから著者撮影）
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火山やアメリカのセントヘレンズ山は数百～数千年の休止を経て大噴火が発生している．日
本でも活火山には指定されているが噴火歴史のない御岳山が 1979 年 10 月に突然噴火を起こ
した．また，記憶に新しい噴火では 1990 年 7 月の火山性微動から始まって同年 11 月 17 日に





・踏査した火山（この踏査火山については 2000 年に技術室通信 100 号に書いたものをﾍﾞｰｽ
にし特別な思い出などを記述した．なお太字は観測した火山である） 
1）．樽前山 ：1997 年道南 3 火山集中総合観測で GPS と重力観測に参加．近年では 1978 年

















3）．北海道駒ヶ岳 ：1997 年道南 3火山集中総合観測で GPS と重力観測に参加． 
4）．恵 山 ：1997 年道南 3火山集中総合観測時，付近通過の折りに散策． 











 写真 7 樽前山（雪の上の黒い山頂は 1909 年の大噴火でできた溶岩円頂丘） 
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8）．磐梯山 ：1997 年 10 月の磐梯山構造探査に参加． 
9）．吾妻山 ：1997 年 10 月の磐梯山構造探査の合間に散策した． 
10）．草津白根山 ： 1981 年 5 月草津白根火山一帯の地上赤外映像装置による熱的調査に参 
加．東京工業大学草津白根観測所があり火山ガス調査では桜島との交流が長くて頻繁である．       
11）．浅間山 ：1970 年台の何時だったか不明であるが，浅間山集中総合観測の下調査のた 
め教官に同行．最近では 2005 年 6 月に同じ集中観測の水準測量に参加． 
12）．御嶽山 ：2004 年 4 月に名古屋大学が実施した水準測量に参加． 
13）．富士山 ：？？年集中観測で地震観測に教官と参加した．民宿近くの”白糸の滝”の美
しさは今でも忘れられない．2002 年 5 月にも地震観測で参加． 
14）．伊豆大島 ：1986 年 11 月に噴火し多量の溶岩を流出．噴火直後地震観測器材を持って 
教官に同行し地震観測に参加．（島民不在の時期で，民宿生活は東京都差入れの弁当であった） 
15）．焼  岳 ：1996 年 10 月防災研究所技術研修で穂高砂防観測所見学の折り麓まで行った． 
”焼岳は活火山です”という看板が印象的だった． 
16）．九重山 ：最近では 1995 年 10 月水蒸気爆発．観測には参加していないが観光で散策． 
17）．阿蘇山 ：観光地として日本で唯一火口を眺望出来る．桜島と同じ九州にあり理学部の 
火山研究センターもあり，桜島との交流も頻繁である．1982 年 5 月の集中総合観測で熱的 
調査，2008 年 9 月には水準測量で参加． 




流で消滅した．活動中は地震の他に，熱的調査や水準測量にも度々参加した．             
19）．霧島山 ：東大震研の火山観測所があり技官同士の交流は盛だったが現在は無人である． 
 
20）．桜 島 ： 42 年間の人生の全てをささげた我が故郷である． 
 
21）．開聞岳 ：薩摩富士とも呼ばれている．麓に 
は火山活動研究センターの GPS と地震観測点があ 
る．著者の成人式の日（1968 年 1 月 15 日）には麓 
の旅館にケーブルを引き込み，一人で臨時地震観測 
をしていた想い出がある（写真 9）． 




も多い．出張の際のつり竿は必携である．2008 年 12 月中旬には夕食の伊勢海老を目的に漁
師の民宿に泊まり，現役最後の水準測量を実施した．  
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観測を行っている．1994 年 7 月からは中之島と同じように GPS 観測室も設置され連続観測を 
行っている．この島に行くときも釣り竿は必携である．2009 年 7 月下旬の皆既月食では隣の 
悪石島に次いで人気絶頂の島である（写真 10）． 
26・27・28）．若尊，米丸・住吉池，池田・山川： 





児島県内の火山は全部で 10 火山になった． 
 著者が観測や観光あるいは散策した火山として 
国内で 28 火山を上げたが，記憶にないだけでま 
だ 2・3の著名でない火山に行っているかもし 
れない．それでもせいぜい 30 火山であり，日本の活火山の 30％未満に過ぎない． 
国内の火山のうち，三宅島火山と富士山火口に行けなかったことは残念であるが，あわよ 
くば残された残り 4年間の再雇用期間に期待しよう． 
 国外では 1993・4 年にインドネシアジャワ島のグントールやメラピ火山など 3火山で観測 





















幸せな 42 年間であった． 
 最後に在職中にお亡くなりになった先生方や同僚の方々のご冥福を祈って締めくくります． 
写真 10 諏訪之瀬島の火口 
